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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

第１四半期連結
累計期間

第61期
第１四半期連結
累計期間

第60期

会計期間

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成23年
７月１日
至平成23年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成23年
６月30日

売上高（千円） 1,346,2341,449,4575,633,299

経常利益（千円） 157,950 202,332 674,002

四半期（当期）純利益（千円） 91,114 114,664 381,061

四半期包括利益又は包括利益

（千円）
99,577 102,341 400,146

純資産額（千円） 4,584,8944,935,0144,885,179

総資産額（千円） 8,338,8919,278,9739,110,692

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
5.21 6.56 21.80

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 55.0 53.2 53.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．第60期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号  平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にある中で、

サプライチェーンの立て直しや各種政策効果などを背景に、生産・雇用状況は緩やかな持ち直しの動きが見られる

ものの、電力供給制約、海外景気動向、為替レートの変動等によっては、景気が下振れするリスクが依然残っている

状態にあります。

　このような経済状況の下で、当社グループは海外展開を含めた営業の強化並びに生産性の向上に取り組み、原価低

減を図り収益性の向上に努めました。

　こうした事業活動の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,449百万円（前年同四半期比7.7%増）、営業利

益は201百万円（前年同四半期比24.1％増）、経常利益は202百万円（前年同四半期比28.1％増）、四半期純利益は

114百万円（前年同四半期比25.8％増）となりました。

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①金属熱処理加工事業

　金属熱処理業界においては、３月に発生した東日本大震災によりサプライチェーンが分断され大きな影響を受け

た自動車業界向けの受注が回復、建設機械・産業工作機械向けは順調な海外需要により堅調に推移しました。 

　こうした状況の中で原価低減の徹底や経費の削減を行い利益の確保に努めた結果、売上高は1,323百万円、セグメ

ント利益は181百万円となりました。

②運送事業

　運送事業につきましては、売上高が回復基調にある中、傭車（外注）便を活用すると共に、運行管理の徹底、配車の

合理化及びエコドライブによる燃費の削減などに努めました。

　これらの結果、売上高は111百万円、セグメント利益は19百万円となりました。

③情報処理事業

　情報処理事業につきましては、営業活動を強化し、新規受注獲得に努めました。

　これらの結果、売上高は14百万円、セグメント利益は１百万円となりました。

(2）財政状態に関する分析

（資産）

　資産合計は、前連結会計年度末と比較して168百万円増加し9,278百万円となりました。これは主に現金及び預金が

114百万円、受取手形及び売掛金が47百万円増加したことなどによるものであります。

（負債）　

　負債合計は、前連結会計年度末と比較して118百万円増加し4,343百万円となりました。これは主に未払法人税等が

179百万円減少したものの、短期借入金が133百万円、長期借入金が92百万円、賞与引当金が61百万円増加したことな

どによるものであります。　

（純資産）　

　純資産合計は、前連結会計年度末と比較して49百万円増加し4,935百万円となりました。これは主にその他有価証

券評価差額金が12百万円減少したものの、利益剰余金が62百万円増加したことなどによるものであります。 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は14百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 58,686,000

計 58,686,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行
数(株)
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,631,600 17,631,600

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

(スタンダード）　

単元株式数

1,000株　

計 17,631,600 17,631,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。　

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成23年７月１日～

　平成23年９月30日
－ 17,631,600 － 878,363 － 713,431

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成23年６月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

①【発行済株式】 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 153,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 17,393,000 17,393 －

単元未満株式 普通株式 85,600 － －

発行済株式総数 17,631,600 － －

総株主の議決権 － 17,393 －

　

②【自己株式等】 平成23年6月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱オーネックス
神奈川県厚木市上依

知字上ノ原3012-3
153,000 － 153,000 0.87

計 － 153,000 － 153,000 0.87

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平

成23年９月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,588,078 2,702,699

受取手形及び売掛金 1,909,640 1,957,146

製品 9,833 14,107

仕掛品 38,864 40,550

原材料及び貯蔵品 99,040 92,453

繰延税金資産 42,466 55,795

その他 198,692 236,307

貸倒引当金 △506 △492

流動資産合計 4,886,110 5,098,568

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 907,173 896,322

機械装置及び運搬具（純額） 687,449 682,234

土地 1,838,851 1,838,851

リース資産（純額） 99,082 117,699

建設仮勘定 79,452 40,053

その他（純額） 73,363 72,884

有形固定資産合計 3,685,372 3,648,045

無形固定資産 135,579 140,933

投資その他の資産

投資有価証券 172,290 150,769

繰延税金資産 130,064 138,726

その他 101,473 102,128

貸倒引当金 △198 △198

投資その他の資産合計 403,630 391,425

固定資産合計 4,224,582 4,180,404

資産合計 9,110,692 9,278,973
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 390,978 435,952

短期借入金 922,217 1,055,913

1年内償還予定の社債 298,000 298,000

未払金 304,657 313,848

未払費用 231,490 227,809

未払法人税等 285,018 105,611

賞与引当金 42,013 103,731

その他 199,695 171,506

流動負債合計 2,674,069 2,712,371

固定負債

社債 567,000 538,000

長期借入金 540,393 632,477

退職給付引当金 294,093 298,572

その他 149,956 162,537

固定負債合計 1,551,443 1,631,586

負債合計 4,225,512 4,343,958

純資産の部

株主資本

資本金 878,363 878,363

資本剰余金 713,431 713,431

利益剰余金 3,314,835 3,377,067

自己株式 △37,502 △37,575

株主資本合計 4,869,128 4,931,285

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 16,051 3,728

その他の包括利益累計額合計 16,051 3,728

純資産合計 4,885,179 4,935,014

負債純資産合計 9,110,692 9,278,973
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 1,346,234 1,449,457

売上原価 927,886 965,011

売上総利益 418,347 484,445

販売費及び一般管理費 256,125 283,072

営業利益 162,222 201,373

営業外収益

受取利息 1,472 1,427

受取配当金 112 127

投資有価証券売却益 368 －

受取賃貸料 2,359 2,169

スクラップ収入 2,870 2,638

工場設置奨励金 － 3,831

その他 1,810 3,856

営業外収益合計 8,993 14,050

営業外費用

支払利息 9,452 8,983

社債発行費 809 809

その他 3,002 3,299

営業外費用合計 13,265 13,092

経常利益 157,950 202,332

特別利益

役員退職慰労引当金戻入額 2,165 －

特別利益合計 2,165 －

特別損失

固定資産除却損 － 1,240

投資有価証券評価損 － 3,836

特別損失合計 － 5,076

税金等調整前四半期純利益 160,116 197,256

法人税、住民税及び事業税 94,628 98,592

法人税等調整額 △25,625 △16,001

法人税等合計 69,002 82,591

少数株主損益調整前四半期純利益 91,114 114,664

少数株主利益 － －

四半期純利益 91,114 114,664
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年７月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 91,114 114,664

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,463 △12,323

その他の包括利益合計 8,463 △12,323

四半期包括利益 99,577 102,341

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 99,577 102,341

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四

半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無

形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日）

減価償却費 105,467千円 99,949千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）

配当金支払額　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年９月28日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金　 34,959 2平成22年６月30日平成22年９月29日

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年７月１日　至平成23年９月30日）

配当金支払額　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成23年９月27日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金　 52,433 3平成23年６月30日平成23年９月28日
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　
金属熱処理
加工事業

運送事業 情報処理事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,227,195105,49813,5401,346,234 － 1,346,234
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 64,834 9,456 74,290(74,290) －

計 1,227,195170,33222,9961,420,524(74,290)1,346,234

セグメント利益又はセグメン

ト損失（△）
153,28014,499△6,158161,621 600 162,222

（注） １．セグメント利益又はセグメント損失の調整額600千円はセグメント間取引の消去であります。　

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成23年７月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２　
金属熱処理
加工事業

運送事業 情報処理事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 1,323,956111,49314,0071,449,457 － 1,449,457
セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ 70,59713,82084,417△84,417 －

計 1,323,956182,09027,8271,533,875△84,4171,449,457

セグメント利益 181,56919,523 1,157202,250△877 201,373

（注） １．セグメント利益の調整額△877千円はセグメント間取引の消去であります。　

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 5円21銭 6円56銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 91,114 114,664

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 91,114 114,664

普通株式の期中平均株式数（千株） 17,479 17,477

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成23年11月14日

株式会社オーネックス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 古杉　裕亮　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　達也　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オーネック

スの平成23年７月１日から平成24年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任　

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーネックス及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　　 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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